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２D解析要素 ３D解析要素

一般的な解析用の要素は、これに加えてプリズム要素などがあります。



一次モード 二次モード 三次モード

振動解析は剛性を確認する最もたんじゅんな方法です。
単純な梁の固有値モード解析は、次のようなモードと振動数を求めることができます。

曲げモード

縦曲げ
１次モード

横曲げ
１次モード

縦曲げ
２次モード

横曲げ
２次モード ねじりモード

金属の解析でも
４面体１次要素の解析は剛になる。/周知のこと。

⇒でも、理論解と一致しない。

縦曲げ１次

６面体要素で解析なら正解が出るはず

ソフトによって、それぞれ
ANSYS 強化ひずみ定式化
ABAQUS：C3D8IのI要素
MARC：想定ひずみの設定
の定義が必要/必須で

す。

設定デフォルトで理論値
が求められることを期待※機械工学便覧の式で

理論解は簡単に求められます。



もっとも単純な梁の固有値解析

縦曲げ１次

横曲げ１次

では実験値と一致しますか？

ここだけモデル化したら
合わない

６面体要素で解析

全体をモデル化

この辺りまでモデル化

単純なモデルから理論値とのV&V実施、ソフトの特性など確認するとあとで転ばない。

金属の完全拘束は
ありえない



金具の変形解析における注意事項
インターネット検索で（つづき）

結論）
入門者が拘束条件を決める難しさ
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